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１．はじめに
２０１８年９月、岐阜県の飼養豚において２６年ぶりとな
る豚熱（CSF: Classical Swine Fever）が発生し、その
後、愛知県、三重県、福井県、埼玉県、長野県、山梨
県、沖縄県の計８県（表１）において５８事例の発生が
確認され、これまでの飼養豚の殺処分頭数は約１６．６万
頭である。日本全体では約９１６万頭（４，３２０戸）（２０１９年
２月時点）の豚を飼養しているが、そのうち約２％　
が失われたことになる。各発生の発生場所、発生日、
飼養頭数、防疫措置、最終的に移動制限が解除された
日付等、時系列でまとめたデータを農林水産省のホー
ムページ 13)に掲載している。
世界のCSFは、中国、韓国、台湾や東南アジアをは

じめ、多くの国・地域の飼養豚等でその発生が確認さ
れるとともに、多くの国・地域はワクチン接種を行っ
ている。北米、オーストラリア、スウェーデン等では

清浄化を達成している。
世界の動物衛生の向上を目的として設置された政府
間機関であるOIE（国際獣疫事務局）の加盟国は、CSF
等のOIEリスト疾病が発生した際、速やかにOIEに
報告することが義務付けられている。また、２０１５年か
らOIEによる、CSF清浄国の公式ステータス認定 11)

が始まり、日本は同年清浄国ステータスを取得したが、
２０１８年９月の発生以降、清浄国ステータスが一時停止
している。
これまで多くの関係者のご尽力により、飼養豚と野
生イノシシにおけるCSF発生予防及びまん延防止対
策を講じているが、我が国の養豚経営上のリスクとな
る野生イノシシのCSF発生は継続している。今回、
野生イノシシにおけるCSF発生状況及び対策を中心
に説明し、我が国のCSF清浄化に向けて関係者の更
なるご理解とご尽力を以て係る対策を推進したい。

２．野生イノシシにおけるCSF発生
CSFの感受性動物である野生イノシシの推定個体
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数 7)は、約８８万頭（２０１７年度、中央値）、２０１４年度を
ピークにその数は減少しており、生息する北限は青森
県とされている 8)。２０１８年度のイノシシの捕獲頭数は
約６０万頭（狩猟 *：約１４万頭、有害鳥獣捕獲 **・個体数
調整 ***：約４５万頭、指定管理鳥獣捕獲等事業 ****による
捕獲：約１万頭）となっている。
* 狩猟鳥獣を定められた猟法、定められた期間で捕獲
** 農作物等の被害防止のため、都道府県知事等の許可
を受けて捕獲
*** 特定鳥獣保護管理計画で定めた特定鳥獣の数の調整
のため、都道府県知事等の許可を受けて行う捕獲
**** 集中的かつ広域的に管理を図る必要がある鳥獣を、
国が「指定管理鳥獣」として指定して、都道府県等が
主体となって捕獲を行う事業

２０１８年９月に岐阜県岐阜市内の野生イノシシにおい
てCSF感染が初めて確認され、これまで計１５府県で発
生が確認されている。２０２０年６月５日時点の野生イノ
シシにおけるCSF発生状況を図１及び表１、まん延状
況を図２に示す。
養豚場の周辺５ km以内にCSF感染野生イノシシが
確認された場合、２８日以内に養豚場で感染が確認され
る確率が上昇する報告 5)もあり、各感染事例で状況は

異なるが、イノシシが飼養豚へのCSF伝播に関連して
いることが確認されている。
農林水産省は、CSFのまん延を踏まえ、野生イノシ

シのCSF感染確認区域の拡大防止の徹底と、野生イノ
シシを介した養豚場へのウイルス侵入を防止するため、
野生イノシシにおけるCSF対策、特にCSF経口ワク
チン散布を推進するために、消費・安全局動物衛生課
に対策チームを発足させるとともに、関係省庁及び団
体等関係者と協力して対策を進めている。

３．野生イノシシにおけるCSF対策
家畜伝染病予防法の改正（２０２０年４月公布）を行い、

野生動物における悪性の家畜伝染性疾病のまん延防止
措置を法律に位置づけ、野生動物が当該疾病に感染し
ていることが確認された場合、周辺農場における家畜
等の移動制限や消毒の命令等を行うことを、都道府県
知事の法定受託事務として新設した。また、野生動物
における対策が長期化することに備え、これらに係る
対策を安定的に行えるよう、ウイルス浸潤状況調査、
経口ワクチン散布等の野生動物対策を新たに法律に位
置づけた。さらに、これらの法定受託事務について、
都道府県が適切に事務を執行していないと考えられる
場合には、農林水産大臣が都道府県知事に対して指示
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できることとした。
法律改正に加え、野生イノシシの主なCSF対策とし

て、捕獲の強化、サーベイランス、経口ワクチン散布
が挙げられる。

１　捕獲の強化
捕獲の強化は、CSFの感受性動物である野生イノシ

シの個体数を減らすため、農林水産省と環境省が連携
し、CSF陽性イノシシが確認されている県及びその隣
接県等の２４都府県に対して、生息密度の高い地域や養
豚場周辺、野生イノシシの移動制限に重要な地域等を
「捕獲重点エリア」に設定 15)するよう依頼しており、
各都府県において、合計で年間２２万頭以上（過去平均
約１５万頭）の捕獲を目標として設定している。また、
捕獲活動を後押しするため、農林水産省は、鳥獣被害
防止総合対策交付金において、捕獲活動費やInforma-
tion and Communication Technology（ICT）を利用し
たわなの導入等の支援を行っている。
*２４都府県：（発生確認府県）群馬県、埼玉県、神奈川
県、山梨県、長野県、静岡県、富山県、岐阜県、愛知
県、新潟県、石川県、福井県、京都府、滋賀県、三重
県、（隣接県）茨城県、栃木県、千葉県、東京都、大阪
府、兵庫県、奈良県、和歌山県、（飼養豚のみで発生）
沖縄県

農林水産省は、銃猟やICTわな等の活用による効
果的な捕獲強化の取組を支援するとともに、捕獲サ
ポート業務の要請があった市町村への農政局等職員の
派遣を実施している。
また、捕獲行為に伴う CSF感染拡大防止のため、

２０１９年１２月、環境省とともにCSF・ASF対策として
の野生イノシシの捕獲等に関する防疫措置の手引き 6)

を公表した。

２　サーベイランス
サーベイランスについては、主に養豚場の周辺と野
生イノシシ確認県との県境を中心に、捕獲又は死亡イ
ノシシから血清等を猟友会等関係者の方々の協力を以
て採材し、得られた検体について遺伝子検査（PCR）
及び抗体検査（ELISA）を実施することでCSFウイ
ルスの浸潤状況を把握している。２０１８年９月１３日から
２０２０年６月５日までに、北海道及び青森県を除く４５都
府県で遺伝子検査を行い、１５，５３３検体中２，３３２検体が
陽性（うち死亡イノシシ１，６３２検体中６４７検体陽性、捕
獲イノシシ１３，９０１検体中１，６８５検体陽性）だった。遺
伝子検査により野生イノシシの感染が確認されている
１５府県における抗体検査（いずれも暫定値）では、
１１，３６４検体中２，２４４検体が陽性（うち死亡イノシシ４５７
検体中９８検体陽性、捕獲イノシシ１０，９０７検体２，１４６検
体陽性）だった。
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また、後述のCSF経口ワクチン散布対象都府県に
ついては、経口ワクチンの効果を測定するため、少な
くとも１００平方km当たり５頭の捕獲イノシシの検査
を実施している。

３　経口ワクチン
CSFの発生状況を鑑み、野生イノシシを介したCSF

ウイルスの拡散防止のため、我が国初めての取り組み
として、２０１９年３月から経口ワクチン散布を開始した。
また、同年９月からは、全国へのウイルスの拡散を防
止するために重点的に経口ワクチンを散布する、世界
初となる防疫帯（ワクチンベルト）を、高山帯や市街
地などの地理的条件等を踏まえて構築した（図３）。
ワクチン散布の基本的な考え方は、①野生イノシシ

が飼養豚にCSFウイルスを媒介する機会を減らし、養
豚場の被害を低減するため、長期的視野に立ってイノ
シシの抗体付与を推進すること、②捕獲イノシシの
サーベイランス結果及び専門家の意見等を踏まえ、ワ
クチン散布の効果検証を行いつつ、捕獲強化の取組と
も連携し、散布対象県及び地域を確定することである。
ワクチン散布の形態は現時点で大きく５つに分けら

れ、①ワクチンベルトの構築を目的とした散布、②ま
ん延地域における環境中のウイルス濃度を低減し、ウ
イルス拡散リスクを低減するための散布、③ワクチン
ベルトの外側で新たにCSFが確認された地点からウ

イルス拡散を防止するための局所的な緊急ワクチン散
布、④野生イノシシの清浄化に向けた道筋を検討し、
ワクチン散布の効果検証に寄与するデータ収集のため
の継続的な散布、⑤地理的要因等により地上における
ワクチン散布が困難な地域を対象としたヘリコプター
を使用した空中散布がある。
ワクチン散布計画については、CSFのまん延状況、
サーベイランス結果、地理的要因、猟友会や市町村関
係者、イノシシやウイルスに関する有識者の助言等に
基づき、効果的かつ効率的な散布となるよう、随時見
直しを行っている。
２０１９年３月から２０２０年３月までに１８都府県（表１）
で約３９万個のワクチンを散布し、春期散布（２０２０年４
～５月上旬）においては、CSFのまん延状況を踏まえ、
約３０万個の散布を予定している。
使用するワクチン（図４）は、ドイツから輸入し、
大きさは縦４ cm、横４ cm、厚さ１．５cm、弱毒化した
CSFウイルス（C株）が入ったアルミニウム包を、ト
ウモロコシ、パラフィン、ミルクパウダー、アーモン
ド、ココナッツ油等から成る基質で包むような形をし
ている。
散布実施都府県は、ワクチン散布のために策定した

「CSF経口ワクチンの野外散布実施に係る指針」 12)に基
づき、市町村及び猟友会等関係者と効果的な散布につ
いて協議した上でワクチン散布を実施している。
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散布時期は、ドングリ等イノシシの餌となる木の実
が山に豊富に存在する秋期を除き、春期（４～６月）、
夏期（７～９月）、冬期（１２～３月）において、１期の
散布はおおむね４週間間隔で２回実施する。
基本的な散布プロセスは①餌付け、②散布、③回収

となる。①餌付けは、ワクチン散布地点において餌を
摂食出来ることをイノシシに認識させるため、土を掘
りエサを探すイノシシの習性を踏まえ、経口ワクチン
の形状に類似した固形物を土中に埋め、その周囲にト
ウモロコシ粒や米ぬか等を散布する。誘引される動物
の種類等を確認するため、センサーカメラ等を少なく
とも散布地点の１割の地点に設置し、餌付け状況を確
認して散布地点として適当か否か評価を行う。②散布
は、他の野生動物にワクチンを摂食されないよう、約
１０cmの深さに埋めたワクチンをイノシシが掘り起こ
し摂食する。なお、サーベイランスによりワクチン効
果を適切に評価するため、ワクチン散布地域では、ワ
クチン散布後１０日間、原則として捕獲を一時的に中止
する。③散布５日後にワクチンを回収し、ワクチンの
噛んだ跡や破損状況等を調べることで、実際にイノシ
シがワクチンを摂食したか否か確認する。

２０１９年３月から開始した経口ワクチンの効果につい
て、同年４月から２０２０年１月の間のサーベイランス
データ等を用いて検討を行った 10)。
ⅰ　ワクチン摂食状況

岐阜県、愛知県、三重県、福井県、長野県、富山
県、石川県、及び滋賀県の８県における、ワクチン
散布個数に対するイノシシの推定ワクチン摂食個数
の割合（摂食率） 10)は、平均５７％（うちイノシシ摂

食痕が認められたのは１７％）であった。摂食個数は、
①イノシシによる摂食痕あり、②ワクチン埋設穴周
辺にイノシシの掘り返し跡や足跡等のイノシシの痕
跡があり、ワクチンの包みが見つからなかった場合、
③②以外でワクチンの包みが見つからなかった場合
を計測して求めた。
また、春期散布を除く全ての散布時期においてワ
クチン散布前に餌付けを実施した場合の摂食率は高
かった（餌付けあり：５９％、餌付けなし：４３％） 10)。

ⅱ　経口ワクチンの効果
早くからワクチンを散布している県においては、
徐々に免疫付与（PCR陰性、ELISA陽性）された
イノシシの割合が上昇する傾向が認められた 10)。岐
阜県では４％（２０１９年４月）から４１％（２０２０年１月）
に、愛知県北部では４０％（２０１９年４月）から７５％
（２０２０年１月）に、免疫付与されたイノシシの割合が
上昇した。
また、岐阜県 4)及び愛知県 1)においてはそれぞれ
独自に評価を行ったところ、ワクチン散布回数が多
いほど、免疫付与されたイノシシの割合が上昇した。

４．海外の野生イノシシにおけるCSF対策
欧州での野生イノシシにおける CSF対策として、

１９８０年から１９９０年はじめにかけて捕獲圧強化によるイ
ノシシ生息密度の低下が挙げられる。１９８０年代までは
野生イノシシにおけるCSFウイルスは自己制御（self-
limiting）として、野生イノシシ全体に感染が広がれば
ウイルスは自然淘汰されると推測されたが、１９９０年以
降のモニタリング結果から、ウイルスはイノシシの中
で何年も保持されることが判明した。EUはこの結果
を踏まえるとともに、捕獲による生息密度減少のみで
はイノシシのCSF対策として不十分であると判断し、
経口ワクチン等の対策を積極的に実施した。ドイツに
ついては１９９３年から経口ワクチン散布を開始し、２００９
年にイノシシでのCSFの最終発生が確認されて以降
３年にわたり散布を継続し、２０１２年に散布を中止した。
２００１年、European Commissionはイノシシの緊急経
口ワクチン散布計画を対策の１つとして位置づけ 2)、
２０１０年に野生イノシシのCSF制御及び撲滅に関する
ガイドライン 3)の中で、経口ワクチンを用いた野生イ
ノシシのCSF対策について記載した。２０１５年、ラトビ
アにおける発生を最後に、EUにおける野生イノシシ
のCSF発生は確認されていない。

: ©Federal Ministry of Food and Agriculture, Germany 
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経口ワクチンは、２００１～２０１５年の間、ドイツ、ルク
センブルグ、フランスの一部、ブルガリア、スロバキ
ア、ルーマニアにおいて使用された。一方、イタリア、
スイス、フランスの一部、ハンガリー、ベルギーにお
いては、経口ワクチンを使用することなくCSF清浄化
を達成した。
アジアについては、多くの国でCSFの発生が確認さ

れており、韓国は、２０２０年から野生イノシシにおける
経口ワクチン散布を計画している。

５．飼養豚のCSF対策
以下、家畜伝染病予防法改正をはじめとした最近の

飼養豚のCSF対策の状況を説明する。
家畜伝染病予防法の改正（２０２０年４月公布）を行い、

新たに飼養家畜の飼養衛生管理基準の是正措置等の拡
充として、①飼養衛生管理に係る責任者を選任、②飼
養衛生管理の指導等に係る指針（国が策定）及び計画
（都道府県が策定）の制度を創設、また、③知事が家畜
の所有者に対し、飼養衛生管理基準の遵守について、
指導・助言を経ない緊急の勧告・命令を可能とするこ
と、④飼養衛生管理基準の命令違反に関する罰則を強
化することとした。また、養豚農業振興法を改正（２０２０
年４月公布・施行）し、国及び地方公共団体は、防疫
事務の実施体制の整備、飼養衛生管理の向上促進、養
豚経営の再建支援や、飼養衛生管理の向上に必要な設
備等の整備促進等に努めることを追加した。
２０２０年５月時点の野生イノシシにおけるCSFまん
延状況について、CSF陽性地点は約半年間で東側は約
９０km、西側は約５５kmにそれぞれ拡大しており、東西
ともにまん延速度は１年間で東側は約１００km、西側は
約６０km程度感染が拡大するといった予想 14)を上回る
（図２）。現在、２０都府県で飼養豚へのワクチン接種が
実施されているが、今般のイノシシでのCSFのまん延
状況を踏まえ、兵庫県、和歌山県及び大阪府もワクチ
ン接種推奨地域に指定し、野生イノシシ対策とともに
飼養豚のCSF対策を進めることになった。
また、養豚場にCSFウイルス侵入等を防ぐための予

防対策の重要ポイント 16)等、飼養衛生管理の徹底を周
知するため、ステッカーを全国の養豚場に約３２，０００枚
配布した。
特に CSF及びアフリカ豚熱（ASF: African Swine 

Fever）対策として重要なエコフィードの加熱処理基
準については、現在、肉の加熱処理の国際基準と同等
である中心温度７０℃、３０分以上の加熱を行うとされて

いるが、Swill（厨芥残さ・残飯）の加熱処理の国際基
準（撹拌しながら９０度以上、６０分以上加熱処理等）に
整合させ、２０２１年４月から強化する予定である。
この他、従来から関係省庁と連携し、CSF感染リス

クのある物品をゴミとして野山、キャンプ場、観光地
に放置することを防止するとともに、消費者等に向け
てCSFの正しい知識の普及・啓発を行っている。CSF
は豚とイノシシの病気で、ヒトには感染しないこと、
感染豚の肉が市場に出回ることはないこと、有効性及
び安全性が担保された承認済みワクチンを接種した豚
から生産された豚肉、内臓を食べても安全であること
を多くのメディアを通じて説明するとともに、各農政
局が全国のスーパーマーケット等小売店舗に立入、風
評被害を引き起こすような表示の確認及び不適切な表
示について改善指導を行っている。

６．水際対策
CSFのみならず、ASF、口蹄疫、鳥インフルエンザ

等の越境性動物疾病の国内への侵入防止について、動
物検疫所を中心に関係省庁と連携して水際対策の強化
に取り組んでいる。特にASFについては、有効なワク
チン及び治療法がなく、２００５年以降世界６４の国・地域、
アジアでは１３か国・地域で発生が確認されている（日
本は未発生）。
CSF及びASF等の侵入防止のため、家畜伝染病予防
法の改正（２０２０年４月公布）を行い、２０２０年７月から
家畜防疫官の権限等を強化し、出入国者に対する質問・
検査を家畜防疫官が実施できるようにするとともに、
輸出入検疫に関する罰則を強化（罰金：最高３００万円
（法人の場合５，０００万円））した。
旅行者等による違法な肉製品の持ち込み件数は年々
増加し、２０１９年は約１１万件の違反を確認した。旅行者
等によって携帯品として持ち込まれた豚由来の肉製品
５４４件についてPCRを実施したところ、２０１６年９月か
ら現在までに８８件からASFウイルス遺伝子を検出、う
ち２件からASFウイルスを分離した 9)。このような状
況を踏まえ、畜産物の違法持込み者の違反者情報を
データベース化し、関係省庁と連携し、これまで６件
（９人）の逮捕事例がある。また、家畜防疫官を増員
（２０２０年度；４９１名）するとともに、検疫探知犬を大幅
に増頭（２０２０年度末；１４０頭）する予定である。

野生イノシシを介した養豚場へのCSFウイルス侵
入防止のため、また環境中のCSFウイルス濃度を低減
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し、我が国のCSF清浄化への道筋をつけるため、経口
ワクチンのみならず捕獲強化及びサーベイランス等野
生イノシシにおけるCSF対策は、関係者とともに長期
的に粘り強く実施する必要がある。関係者の皆様のご
理解とご尽力を引き続きお願いする。

利益相反状態の有無
著者は開示すべき利益相反はない。
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